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計
算
制
度
の
發
观
胜
輕
濟
發
展
の
各
段
階
の
菽
本
的
特
徵
0
,

」

.
で
ぁ
る
評
價
能
カ
に
照
應
す
る̂
:の
で
ぁ
る
0

中
世
銀
行
業
及
が
我 

規
糢
^

_

<D
*

p

l
:̂
r

^

會
計
■

一
個
別
的
利
益
計
濃
度i

l

的
姻
周
的
刹
益
計
算I

展 

表
の
發
生
、
寅
に
進
ん
で
企
業
利
益
と
經
營
利
益
^J

を
分
別
し
て
表
現
し
、
企
業
の
統
制
と
價
格
政
策
を
.完
成
し
ょ
ぅ
と
す
る
近
代
大 

工
業
の
も
と
，に
於
け
る
衡
雜
な.る
計
算
制
度
の.完
備
は
、
何
れ
も
費
用
と
給
附
に
對
す
る

1
|

識
能
力
の
向
上
換
言
す
れ
ば
評
價
能
力
の 

向
.上
を
具
體
询
に
表
切
し-て
ゐ
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
、かX
石
評
價
能
力
は
經
營
の
實
際
的
要
求
と
價
備
論
硏
究
の
‘進
歩
に
ょ
る
評
價
，
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す
る
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論
評
價
能
カ.枕
眾
'に
計
算
制
度
の
み
を
條
仲
附
け
る
も
め
，で
は
な
い
。
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社
會
に
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け
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に
し
成
は
て
れ
を
精

.確
愈
ら
し
む
る
ヤ
切
の
八
的
物
的
制
度

«
言
す
れ
ば
評
價
制
度
を
條

#
付
け
る
。
‘即
ち
現
代
に
於
け
る
評
價
制
度 

»
，
»
算
制
鹿

#
_'̂
1 :
:1:的
贤
幣
制
度
：、
_
格
組
織
、
；度

®
衡
制
齡
、_

產
手
段
の

a
擇
、
調
達
、
或
は
，
場̂
の
變
動
等
に
關
す
：
 

.る

.
4

切
の
調
茶
硏
究

.制
度
等
を
包
含
す
る
も
、の
で
ぁ
る
。
計
箅
制
度
，は
此
等
他
の
評
價
制
度
に
比
し
て
次
の
様
な
特
沒
を
持
っ
て
ゐ
る
。 

即
ち
そ
は
行
は

.れ
た
評

«
の
總
過
程
と
そ
の
結
艰
を
表
明
す
る
。
從
っ
て
經
濟
す
る
も
の
は
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
其
の
評
價
行
錄
を
批
評 

し
、
將
來
行
は
る
べ

.き

.評
價
を
確
定
す
べ
き
指
針
を
得
る
。

.

.

.
營
利
企
業
に
於

Vて
は
經
濟
的
效
果

..
の
無
得
を
甚
抵
と
し
、
原
則
と
し
て
启
由
な
る
經
濟
活

W
が
行
は
れ
、
其
の
結
果

.も
：
亦

貨

幣

的'
 

利
益
と
し
て
容
易
に
把
持
せ
ら
れ
る
が
故
に
評
值
能
カ
は
こ

V
に
於
い
て
最
も
合
理
的
な
科
學
的
な
進
歩
を
承
す
に

-至
り
、
許
黛
制
度 

も
亦
之
に
照
腮
し
て
高
度
め
發
偎
を
示
す
に
至
っ
た
。
こ
れ
ー
仅
し
財
政
、

一
般
宫
公
企
業
\
農
林
業
の
如
き
に
於
い
て
は
純
粹
な
る
經 

濟
活
動
が
煺
ュ
妨
げ
ら
れ
る
か
、
或
は
其
の
效
银
は
貨
幣
的
利
益
と
し
て
容
易
に
表
明
せ
ら
れ
ざ
る
が
故
に
こ
の
方
•面
に
於
い
て
は
評 

憤
能
ヵ
の
巡
少
も
遲
く
計
算
制
度
も
亦
營
利
企
業
會
訐
に
於
け
る
程
大
な
る
進
歩
を
眾
し
て
ゐ
な
い
。
勿
論
此
等
他
の
經
濟
が
取
っ
て 

ゐ
る

It
算
形
式
に
は
、
其
の
經
濟
獨
特
の
事
情
に
山
つ
て
、
二
三
特
殊
の
方
面
に
於
い
て
は
，
企
業
經
濟
の
そ
れ
と
は
異
な
る
か
、
或 

は一

脐
迆
歩
し
た
發
展
队
示
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
謂
ふ
を
待
た
ぬ
。

一
例
を
官
衙
會
計
に
取
っ
て
見
ょ
ぅ
。
こ
、
に
於
い
て
-は
指
令
と

實
行

i

然

醫

裏

に

I

行
は
れ
、

I

獨

I

I

し

な

く

し

て

一

っ

I

官

I

t

、
.

.其
の
業
務
取
趿
に
は
特
殊
の
指
令
を
必
要
と
す
る
。
會
計
苹
度
の
終
り
に
於
い
て
豫
算
の
遂
行
を
終
る
時
は
其
の
業
務
は
終
る
。
其
の 

.際
淺
金
の
あ
る
と
き
は
現
金
を
以
つ
て
こ
れ
を
引
渡
す
。
從
つ
て
そ
の
會
計
苹
度
終
了
後
一
一
ー
ケ
月
は
尙
ほ
帳
簿
の
締
切
り
を
行
は
ず

L
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期
所
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勘
定
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理
に
當
ザ
；る6
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弋
纖
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0
舷
授
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特
に
厳
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备
監
靦
統
制
を
要
す"る
'0
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れ
等
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事
實
ば
營
利
企
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.ぃ
で
お
づ
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れ
が
爲
め
fc
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其
の
：計
算
制
度
も
亦
特
殊
：の
形
式
の
发
$
.ど
：欢
^

て
：ゐ
名
\<
>

,
:̂

I

I

I

I

'受
波
し
を
.以
：つ
.て
初
め
て
：記
帳
せ
ら
れ
る
如..き
商
人
#

計
.に
於
け
る
給
附
計
箅
偾
務
計
算
と
.は

著

し

各
異
し
て
ゐ

 

吏 

:

ぐ
吃
又
：現
金
收
变
が̂

心
セ
あ
る
か
ら
も
：て.
_
萣
或
は
設
備
財
齋4

-.
«
纖
赞
動
匕
§
^

芯
訐
算
上
：の
：洼
意
が
殆
ん
ど
拂
は
れ_て
ゐ
な
い
0 

.

.
:
1
.
1
^

飞
が
貂
：介
-̂
て
>ゐ
名
如
き
新
式
，の
も.の
：
に
：あ

^

て

.，
匕

鲂

制«

の
：碧

を

：#
し
て
ゐ
：る
：現
金
簿
及
び
元
帳
は
專
ら
金 

取
引
が
記
帳
せ
.ち
れ
、
：̂殊
^

後
者
：に
：试
资
產
項
自0
全
摩
が
包
免
せ
ら
れ
石
の-0
は
な
く
し
文 

載
せ
:6
れ

.-
€

ゐ
^

。
：損
益
'計
算
^

現
金
<0
«

支
^
效

類

祀

^

”

弋

容

渴

に

せ

ら

れ

て

は

み

る

が

前

述

(0
«'
&

兀
帳
記
載
の'?
,0
は
尊
ふ
金
錢

:*
產

'0
變
動
に
外
な

.ち
な
い
か
ら
し
て

.'.
'他
の 

t事
®
定

#
變
動
の
結
媒
坐
じ
た
損
益
を
以

.：つ

.

P

修
正
せ
ふ
れ
る

.
S 二)

然
る

に

：

こ
：.

の
，
事

實

財

產

に

關

係

す

る

；一
切
め
計
算
は
全
然
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の
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助
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把
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て
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れ
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1
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蜋
簿
船
織
ぬ̂

に
は
入
づ
て
ゐ
な
い
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と
給
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計
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基
礎
と
す
る
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に
亦
し
て
ゐ
る
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計
は
嘗
て
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の
發
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D撾
程
：に
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い
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專
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金
錢
的
收
支
と
結
び
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い
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ゐ
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在
に
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同

會

計

が

本

來

領

託

，せ

ら

れ

た

金

餞

的

財

産

の

管

理

統

制

の

必

要

ょ

り

發

坐

し

從

つ

，て
現
金
收
支

を
特

に

.重

視

し

、

こ
れ
に
附
隨
し
て
. 

坐

じ

來

る

事

實

財

產

の

增

減

は

こ

れ

を

多

少

と

も

輕

視

す

る

傾

向

を

生

ず

る

に

至

つ

た

.の
で
あ
る
。(

註
四)

即

ち

こ

の

事

情

は

"—
-
'
面

に
 

於
い
.て

評

慎

能

ヵ

の

向

上

を

妨

げ

、
從

つ

て

商

人

會

計

に

於

い

て

兒

る

如

き

費

用

と

給

附

の

計

算

へ

の

發

展

が

遲

れ

る

と

共

に

、
.金

錢 

收
吏
の
統
，制

手

段

と

し

て

の

精

緻

な

る

發

展

を

示

す

に

至

つ

た

所

以

で

あ

る

。(

註
五〕

次

に

近

代

的

大

企

業

に

於

け

る

訂

算

制

度

と

評 

價

能

カ

上

の

關

係

を

蒋

察

し

ょ

ぅ

。 

，

'

近
代

的
大

企
業

に
於
け

る

訐

算

制

度

は

こ

れ

を

一一

つ

の

部

分

に

分

つ

こ
と

が

出

來
る

。

即

ち

、

一
は
效
果
訐
箅
制
度
で
あ
り
他
は
原
：
 

■債

||
*
算

制

度

.で
あ
，る
？

前

者

は

國

民

雜

濟

的

意

味

に

於

衧

旮

企

業

;0
_

立

性

に

||
聯

ず

る

收

益

性

の

確

認

を

、
後

者

は

經

營

ゎ

實

際

的

：
 

遂
#

の
結
果
.：が

幾

何

の

價

値

增

殖

を

齎

し

た

る

.か

の

確

認

を

目

的

と

す

る

も

の

_で
あ
る
。

從

つ

て

、
前

背

は

金

業

の

全

收

益

：と
總
費
用 

t
断

比

し

て

其

の

效

梁

を

確

定

し

ヒ

れ

4

統

制

’せ

ん

と

す

る

も

の

で

あ

り

、
後

者

は

柒

產

.上

の
費

用

即

ち

原

«

を

確

定

し

、

こ
れ
と
值 

格

ど

比

較

し

，て

經

營

收

益

を

明

か

に

し

經

營

統

制

を

行

は

ん

と

す

る

も

oセ
あ

る
。
企

業

活

動

の

總

結

果

を

表

明

す

る

收

益

性

の

⑩
制

は
，
；

VI

遠

跳

間

：o
if
價
を
.

_
ぢ
し
、
バ

置

生

產

性(0
難

制

は

生

產

叢

に

對

す

：る
：評
價
を
必
要
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•
•
•
•
•
• 

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

-

•:
.
.
.
.
.
.
. 

-
.
、

.

：.

.

 

.

.

.

.

.

.

ベ
.
 

, 

.

.

.

.

.

.

.

利
潤
追
及
に
©-
か
：れ
、
#

し
て
利
潤
が
價
格
と
坐
產
性
の
兩
限
琚.の
?>
:

灸
に
.浮
.動
す
る
も
のな

る
以
上
.か
：V
る】

一
重
.の
：銃
制
の
：必
要
の 

存
在
ず
：石
t

と
は
理
論
上
推
知
し
得̂

處
で
あ
る
、
然
る
に
こ
み
兩
樣
の
訐
算
制
度
は
同
じ
き
發
展
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
ほ
な
い

。

*

近
_

&
る
逛
、
一
欸
集
計
：算
は
長
い
傳
統
と
砷
究
の
結
果
、
^

業
會
計
の
；中
樞
を
な
し
、\簿
記
的
損
益
と
謂
：ふ
場
合
ば
常
に
效
艰
訐
算
を

.

.

.

.

.
 

- 

•
• 

. 

.

.

-

.

意
味
す
る
迄
ぬ
至
づ
セ
、ゐ
ー
.る
。
然
る
忆
最
近
、

(

經
營
計
算
：の
：急
速&

る
進
歩
が
遂
げ
ら
れ
、
：企

業

の

計

算

製：^

位
を
占
む
^

に
至
り
、
評
價
的
或
は
經
營
的
利
益

(
K
a
i
k
k
t
i
o
n
s
g
e
w
i
n
n
)

が
前
乾
に
.戰
抗
す
る
に
家
O'
だ
o
.こ
：の
こ
：と
ば
大
企
業
の 

.發
展
に
像
ふ
次
の
妻
特
殊
經
濟
事
情
：を
背
嚴
と
す
.る
評
價
能
カ
0
向
上
：を
反
影
ず;?
>
:
:も
0-
竟
軟
る
。
、
'

:

'

.じ 

一
, 

,'
'
-
'
:
し
自
由
主
義
的
經
濟
組_

の
|

记
於
比
る
坐
產
の
一
般
的#
徵
は
ー
こ
れ
钇
評
價
上±!
り
見
る
な
れ
ば
>
|
|營

內

の
1
太
部
分
が
此
例 

:

經
费
に
ょ
つ
ー
：て»
成
せ
.ら
れ
6

六
0
從
つ
哈
_

業
度
の
增
減
は
生
塵
上0.
_收
益
.に
重
大
な
る
影
響
を
與
へ
る%-
0

で
は
な
か
つ
た
し
、 

,他
面
景
氣
»

多

少
<̂
も
.：ー
定
レ
た
週
期
を
以0
て
_

動
し
、
>̂

業
<?
>
-價
格
政
策
は
今
日
程
重
：要»;
.る
：も
^

動

^-
應

じ

て

資

本

は

比

較

的

自

即

に

遊

離

ク

集

合

史

が

れ

^

认

つ

ズ

營

業

度

の

緵

載

に

歡

じ

尤

こ

^

と
^
較 

と

を

得

た

。
.
そ
れ
故
に
.單

位
當

り
.生
產
費
は
景
氣

の

變

動

と

と

.も
：に
大
ひ
な
る
變
化
を
亲
す
こ
、と

な

か

っ

た

の
で

あ

る

。
、

こ

Q

事

實
は 

今

日

意

味

せ

ら

れ

て
ゐ

る

ょ

ぅ

な

經

營

計

算

制

度

の

必

要

を

坐

ぜ

し

め

な

か

つ

た

よ

ぅ

：ゆ
亂
は
れ
る
0

而

し

T
?
其

の

銃

制

は

專

ら

期 

間

的
' «

效
- «

の

訐

籐

を

通

じ

て

充

さ

れ

た

の

で
あ

る

。

然

し

近

代

的

大

企

業

の
も

と

に

.

於

い

て

は

事

情

は

著

し

ぐ
■

化

し

た

。
ゝ

f l
M

l f
c

;
 

に
伸
ふ
固
®

資

私

の

燴

大

、
.
經

營

設

備

办

複

雜

故

る

分

牝

組

織

^
梟

氣

變

靱

の

深

刻

化

匕

齔

次

く

稹

極

的

價

栳

政

策

樹

立

の

必 

■

の
1

的

效

#

葉

制

度

_

t

各

I

f

f

と

向

戰

に

、」

I

と

她

 

經

營

訃

算

は

：1
:面
：に
於
い
.て

經

營

內

部

：の
.統

制

：の
風
化
ど
他
面
：に
於
い
^ ;

;

營
既
模Q

.

擴
大
紀
丼
に
補
湖
經
營
 

營
等
經
營
«;
:
の
辙
部
門
；は
各
も
大
規
：檄
な
：る^

^
を
有
じ
、
：
其
0

能
率
如
何
は
生
產
費
：に
重 

要
な
る
影
響
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
か
务
し
て
、
.
共
の
务
h 

H

oい
て
經
濟
«

を
確
走
し
ょ
ぅ
と̂

る
^

求
を
坐
ず
る
に
茧0-
た
0

而

し

：て
#

、
：る
耍
豫
は
費
用
種
目0.
合
理
的
分
類
'
製
品
、.
^
製
品
、
副
產
物
等̂

對
す
を
科
擧
的
取
紙
ひ>
;計
#

價
栉
の
®

.

.

.

.
+ 

• 

.

.

.■.
:
•
 

• 

• 

- 

• 

., 

.

.

.

.

.

. 

.

. 

• 

.

.

.

.

. 

’
.
.
.
.
•

效
染
計
箅W

原
俱
計
算
の
'關
係
 

^
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:

^

ボ̂
^

惘
此
¥

關
#
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.

.
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.

.

:

八
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a

m

d

l

D

.

;

免
等
經
營
.の
總
過
程
に
組
織
的
原
價
訂
銘
制
度
を
.設
く
る
と
と
に
よ
つ
て
充
さ
れ
得
，る
も
の
な
る
こ
と
明
か
で
あ
る
。
他
商
、
自
凼
資 

%

氣
歡
敗
傷
傷
漏
^

を
最
氣
數
w

f ;
觉
0 :
:
胤
期
性
^ -
_

^
ぐ
敗
3
^

& 1
^

W
謂
響
廳
的
！
{
§
の
結
嚴
市
場
<0
.
.良
律
調
節
カ
が
十
分
. 

Q ,
,纖

節

漏
_

吡
■

を

.

一
へ
企
業
ば
輪
獨
i:
:
sa '
#

よ
ヴ
^

で
-
:歡

粮

勝

あ
^

愰
猶
政
策
^,
以
て
活
動
す
る
0 

も
茧
令
■
,

撕
格
紀
策
_

漏

市

■

<7
>
.狀
勢
_

_

0

て
条
理
的
^

最
集
の
刹
澗
を
.獲
得
じ
徵
汾
■
な
黴
楮
決 

あ
る
か
ら
し
て
，、
需
要
狀
fi
i
v
'
;競
^

M
格
等
に
就
い
.て
科
學
的
硏
究
.を
行
ふ
&.
と
^ ：
要
す
る
の
で
あ
る
.が
：
，':他

面

に

'
於

い

て

自

己

經

營
 

に
於
け
る
4 :
1藤
费
用
を
確
定
.す
る
こ
と
.は
最
も
ま
要
'な
る
‘問
题
の
一
.
つ
で
あ
る
.。
所
謂
比
例
經
費
と
.固
定
經
費
の
'分
布
を
確
定
す
る
こ 

と
は
市
場
の
變
動
に
對
し
て
仲
縮
力
あ
る
憤
格
、■

Q

■

.

黎

こ

^

■

に
■シ
ラ
7

レ
シ
.バ.
：
J

 

0
指
摘
し
た
處
で
f

 

o要
す
り 

る
•に
前
.述
し
た
如
き
■

度
o.
確
定
、
經
營
の
内
部
的
銃
制
の
强
化
、
^ :
31
-
的
價
,

策
0
_

ば
薪
な
基
經
營
I

制
度
即
ち
原
價
：
_ 

_

變

が

發
—

促
す
も
'の
で
あ
ぜ
寒
" 

.
'
V
: 

. 

.

.
ノ 

” 

f
面
に
於
い
て
'.
*

來

5-
|

*

制̂
度
の
金
^

容
を
な
し
，て
.ゐ
た
年
次
期
|
|贫
艰
計
^:
或
は
齋
業
#

計
に
は
實
際
.的
統
]|
!

1の
必
要
ヵ
ら
次 

の
输
於
變
化
紙
生
じ
セ
來
た
0
政
ち
こ
の
秘
說

#

制
度
*

、
多
分
^

歡
«

的
意
寒
を
有
じ
，
こ
_

が
爲
め
_に
純
經
濟
的
立
.場

よ

り

行

.は 

れ
た
呼
氡
00
:
:
-& '
见
ぞ
矿
歡
む
表
衆
.せ
^ ,
を
_

职
^

る
0:
仓
>

« :
營
經
濟
性
と
の
關
聯
を

至
0 .
*

^
0;
で
.
'あ
る
o .
.

か
：、
る
疲
期
^

算
^

時
に
三
ケ
月
四
ケ
、月
0:
,%'
0 :
-
が
.あ
る
，が
、
へ
普
^

月
次
效
见
計
雜
と
し
て
失
ら
れ
て
.ゐ

石
M

 

^ ,
,髮
0 .
^ ;
:

# ;
-

_
共
に
效
爆
能
算
免
1
%

る
が
、
«

«>
機
能
ば
大
.认
ば
異
ふ
。」

月
次
_
艰
評
箅
は
先
^

一
 

'に
經
營
經
濟
の
推
移
を
急
速 

_

繁

續

る

o

こ
れ
に
矣
て
市
場
に
窗
れ
私
湯
爾
ば
る
.事
'情
に
ょ
る
損
失
を
最
少
限
度
に
止
め
、
H ;
對
に
利
用4

#;
ベ
き
.

機
會
を
遺
勘
な
ぐ
把
持
ぜ
し'む
¥

9
こ
«

に
對
"し
て
'年
次
計
算
ゅ
營
業0

租
税
其

’ 

.

.

.

.

.

 

•

の
他
靴
紙
分
酸
地«:
計
_

0

_

_だ
提
«

す
が
。
，親
し
，て
ゼ
は
法
祺3

發

借

|

^
歲
規
^

公 

的
<性

薩

有
;̂

ゼ
1

啟
ぜ
_

第一 .

K

斯
様
む
其
の
.機
能
ぎ
異
:̂
+

を
が
故
^

計
：算
^
:容
^

卑
に
期
間
的
相
異
以
外.に
種
々
異
れ
た
. 

る)

點
が
齋
見
せら
れ

る

。
例

へ

ぼ
材
料
能
#

.に
於
^

£

し
：て
棚
卸
に
よ̂

狀
:«
計
箅
で
.あ
谷
"に
反
し
：、I後
者
に
：於
い
て 

は
»

漱
±1
:
:
.(0
.墓
引
11
-
定
«:
ギ
る
殖
»:
諸
»'
に
.よ
ゲ
0

*
廳
，雨
銷
却
ば
前
者̂

に
於
か
ず
故
銷
却
ば
虼
夂
甑
幂
に
於̂
で
現
ぱ
^

な
膊
來
ゆ
瞥
用
ど
位̂

»-
服
氣
紙
絕
對
的
，に
附
隨
し
て
ゐ
る
に
對
し
、
後
者
に
發
^

で
ば
必
勢
し
を
こ̂

を
伴
ぼ
'*
、
.
.
擊//

單
に
費
用
及
び
收
入
計
算
の
み
に 

止
ま
る
0.
-
.前
者
が
、
共
.の
公
的
性
質
よ.り
し
て
多
少
と
も
計
箅
の
結
艰
に
對
じ
で
裝
飾
钇
施
ず
を
常
と
す
る
に
對
し

.、
後
者
に
於
い
て' 

ば 
c

v:
^:
必
要
は
な
い
。S
 
七〕 

へ
：
 

tf
Ji
述
ぜ
た
铝
次
_

取
訊
_

秦
允
敗
_

氟
疋
汶
敝
«;
^

箅
1

現
_

«>
釭
翁
會
計
ー
の
主
耍̂
 

fe
e

1.

般
的
關
係
に
就
い
て
述
べ
よ
ぅ
。
此
等
三
箇
h
計
^

制
_

麥

づ

^

ー̂

義

歡

^

訊
_

と
結
合
1>
'
:で
办
る
.0
.
:從
づ
，
^

%

 

知
吹
_
裳
靡
度
め
獨
文
し
て
は
ゐ
.る
が#

の
結
艰
ゼ
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
り
、a

つ
こ
れ
に
よ
ヴ.；て
.、
。
企
翁
杂
歡
炫
銃
靴
が
徹
底
し 

#,
叛
概
に
■
一
應
灶
劳
へ
ら
れ
るA
.然
し
乍
：かV：

裏
實
は
斯
く
な
o

得
な
い
の
で
あ
つ
て
、
三
蓉
各̂
相
異
る
結
'艰
.紅
表
瞰
し
：て
な
る0
' 

«

藝

_

ど
：ず
攻
撕
：_

_

れ
#

1
佩
の
，翁
*-
取〈

樣

：/
/
>異
取
>̂
'
;!?
|
;的
ぞ
追
嚷
1,
:

,
:#
1
^
^
^
^

:'
.:
パ
软
_

_
 孓
晛
霞
■
ゆ
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.

'

:
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效
果
計
算W

原
價
熟
尊
.

0,

關

係

， 

.

A

.(

一
四
〇
六)

: 

.の
計
算
を
取
扱
ふ
も
の
、で
あ
る
。
年
•次
計
算
に
於
い
•て
は
、
費
用
給
附
計
算
は
其
の
連
續
性
の
原
理
®

八)

ょ
り
し
て
、

.生
と
し
て 

_

的
收
支
难
重
點
釔
置
き#
總

幕

的

收

：人
支
出
趴
算(0
斯
鐵
ね
於
呔
る
_

定
の
_

間
时
效
果
確
定
な
手̂

が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
年
次
貸
借
對
照
表
は
か
、
る
關
係
の
具
®

的
表
示
で 
'あ
る
。
.然
る
に
原
«

計
箅
は
>
«
然
た
る
經
營
的
費
用
及
給

[古
^

|1
*

算
な
る
が
故
に
、
そ
の.自
的
以
外
の
貨
幣
的
收
友
は
顧
慮
し
な
い
の
を
哿
通
と
す
る
。

1 1

ぢ
又
1

其
の
經
營
的
貨
渡
支
に
し
て

も
、.

•效
艰
計
箅
に
於
け
る
如
く
、
‘必
ず
し
も
絕
對
的
影
響
を
有
せ
ず
、
時
に
か
、
る
支
出
と
は
即
の

JE
常
或
は
市
場
價
値
の
如
き
が
採 

顶
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
爲
め
所
謂
繼
續
性
の
原
理
は
適
用
.せ
ら
.れ
な
ぃ
。'
其

.0
主
耍
な
.る
任
務
.は
前
述
：の
様
に
經
營
狀
觸
の
銃
制
と
合 

ン
理
的
價
樣
政
策
の
躲
礎
を
が
す
に
あ'るc

r

M

に
又
月
次
效
果
計
算
も
，
冬
は
單
な
る
年
次
許
»

の
短
縮
せ
ら
れ
た
る
も
の
：で
は
な
く
し 

•
て
"
丼
の
卧
的
と
す
る
所
、
.原
價
計
箅
に
於
け
る
如
く
、
經
營
狀
態
の

.短
期
的
統
制
に
■

が
れ
、
.從
つ
て
、
：，當
該
期
間
に
於
：け
る
偶
發 

.的
特
#

^
影
響
ほ
こ
れ
を
除
外
し
、.繼
續
性
の
.
.原
則
呔
多
少
と
も
犧
牲
に
せ
ら
れ
る
傾
向
：を
持
0

。」

'

.V;

然
し
乍
ら
、
こ
れ
等
三
者
は
瓦
に
關
聯
し
て
ゐ
る
こ
.と
謂
ぷ
を
；待
た
ぬ
所
で
多
る0「

何
れ
办
^

算
制
度
も
收
入
、\
支
出
と
費
用
給
附 

:

に
關
聯
し
.て
ゐ
る
か
ら
し
て
、
共€>
:备
.々

，の
計
箅
制
度
に
取
人
れ̂

^
基
計
葉
要
素
の
性
質
ど§
^

に
し
、
取
极
ひ
.上
|
:
:定
.の
.修
芷
-5
: 

:

施
す
に
於
い
て
は
そ
れ
故
れ0
結
«:
を
符
合
せ
し
め
#.
.る
#

で
：あ
：る
：o
而
し
て
-

^

の
際
修
蓝
勘
定
を
適
度
に
按
配
す
る
に
於
い
て
は 

.，全

計

算

制

度

を

有

爵.に
結
合
：せ.し
め
-
こ
れ
に
上
つ
そ
統
制
裳
果̂
十
分
：に
：發̂

^

.#

.る
と
：4
异
ふ
.を
待
た
ぬ
.所
で
あ
：る
0
以
下

■
 

J 

.

.
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• 

- 

■ 

-
 

_■

- 

;

'

;主
と
ね
：て
原
價
計
算
と
年
次
效
丧
計
算
と
の
關
係
を
彳
其
の
形
式
と

^

算
要
_

の
«

方
面
ょ
り
考
察
し
た
^
と
考
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效
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評
箅
と
质
價
計
箅
と
ひ
關
係
は
こ
れ
を
ニ
つ
の
方
面
か
ら
考
察

#

る
こ
と
が
出
來
るO

T
は
形
式
的
關
聯
で
あ
り' 

要
素
れ
關
聯
セ
あ
各o 

:
.者
は
說
算
衝
徹
或
：は»
定
組
»:
认
點
.̂
■
■り
^

て
兩
者
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如
何
に
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ザ
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る
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纪
る
數
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質
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相
異
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評
價
上
.の
相
異
怒
明
に
す
る
問
題
で
あ.る
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"尤
も
こ
の
ニ
^

#

と
灯
酿
係
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有
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る
も
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な
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に
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者
を
別
々̂

論
ザ
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式
的
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果
訐
算
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に
於
い
て
計
算
要
素
の

1

I

性
と
許
算
形
式
の
單
一 

性
を
以
つw

最
も
發
展
せ
る
if
#

制
齡
^

る
賦
則
を
樹
て
た
？@

1
〕

即
ち
計
算
內
容
：を̂

す
數
字
ば
、
こ
れ
を
效
果
許
算
的
要
素
と 

原
阍
計
算
的
'要
素
と
に
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類
す
る
こ
と
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要
す
る
が
、
形
式
玉
は
兩
許
算
が
有
機
的
に
合
體
し
、
そ
の
何
れ
も
が
自
働
的
に
或
は
必
然 

的
に
計
戴
ザ
ら̂
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埏
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し
た
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效
果
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許
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し
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1
ー
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反
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製 — m  
i 目 的 .

X 製造部門にて作用する資產部 

分の持續的記述的證明 

a 設備價値（固定的、流通に 

向けられざる資產） 

b 生產手段(流動的に循環の: 

中にある資產）

原科及び半厚料，半製品及び 

精製品、との種:の_ 摩中にほ 

計篤賃銀額、突出せられだる 

备種製造費用は加：！:商品め餘 

剩價馗とに算入せられる。賃 

銀及び製造費⑴は損失支 

はなくして商品の餘翁]債_ iこ 

變形.したる資產即ち生產的支 

用たる寶犛郎分である。

2 加:C過 ダ な る 段 階 に 於  

ける製造昂の胸別的、總括的

3 販奪せらる '  製品を生鼙原擅 

を以つて營業部に引睬+

販 賣

I 目 的
1 製品販賣に用ひらるる經營資; 
本循環の表示：販賣せらるべ 

き製品を原價〖こて經營會計よ 

t)受理燦これを顧意に引降 

す。從って、本支店營橥部賣 

に阪Q爲め引艘された商品、； 
顧意と銀行に_する計箕關 

係、現在債權t 現金及び爲替 

在高に關して計算書を作成す 

V 'ること、 h

2 宣傳、典販費用、貸倒損失等 

を包含ず名總販賣費用に關す: 
る完全なる譚明、販賣費用は 

' 原償の一要素なるも、會計に 
於いては、生產費用として公 

^なく損失費用として取扱は 
れる。而して、損益計算にて 

商品代價額と相殺脅られ。然 

し、販翬勘定に最初に轉記す 

れはー曆正當なり6 ケ ’ 7 
3 販賣せられたる商品利益計 

算C販賣價格ィ组產原檀+ 販 
: 賣原償) ；) /
4 全企業の用役たる現金管理銀 

、行との交渉v 資金調達、原料 

: .の瞵入、製造9 用役たる原料 

-販賣者との交渉 

5 貸借對照表作成、原債計算、 

統計の監査

4 利潤は製品の換償(販賣)はよ 

令て生ずる。從つて營槩會計 

::に癌初に現はれ名: :
- _______ - . .. . ■，.、ハ ... ■: ___________

1 轉營會ftと營槳會計との關係

經營會計の溝終記人： 營業會計や最初の記入

:識品勘定の貸方- 販賣せられる1 販賣勘定の借方= 腋賣せられる 

製品の原镡、 J • ;製品の原廣

Scbar, Buchhaltung und Bilanz S. 306/307* Springer Berlin 1919 3 Aufl.

料̂ ?̂6£̂体3味球_热fc被® 每 碑 ^̂  疋 ’*■
. . . .  . V  . . . . ,

效
果
計
算W

原
僙
計
箅
の
璁
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一
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(J

四
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營
業
會
訐
の
分
岐
の
、
ニ
つ
の
過
程
を
經
て
ゐ
る
。

企
業
內
に
於
い
て
製
造
に
關
す
る
訐
算
は
效
果
計
算
中
に
製
造
勘
觉
を
設
：

b

る
こ
と
に
ょ
つ
て
行
は
れ
た
。
即
ち
こ
の
勘
定
の
借
方 

に
原
料
、
勞
賃
淇
の
他
の
费
用
が
記
入
せ
ら
ル
貸
方
に
販
寶
額
が
記
入
せ
ら
れ
る

。

' 而
し
て
本
勘
免
は
、
そ
の
一
部
分
が«
畠
»]
卑
へ
、 

:他
0
1
:
:
部
分
が
資
產
勘
定
：と
し
：て
淺
高
勘
定
に
轉
記
せ
ら
れ
_る
が
故
に
—

混
合
勘
定
ザ
ぁ
各;:
0

:然
る
に
製
造
費
用
飞̂
^̂

::

及
び
販
霞
品
に
關
す
るi

が
-
.層
必
要
と
な
る
に
及
び
本
勘
定
は
宍
に
借
方
«

方
何
れ
も
分
裂
し
て_

立
»

定
と
な
り
、
且
つ
純 

粹
な
ふ
卸
益
或
は
資
產
勘
定
：に
轉
化
す
る
。

こ
れ
を
il
l

示
す
る
と
右
の
通
り
で
ぁ
るo (

第
一
圖
參
§

:■ 

m

に
經
營
規
模
の
增
大
と
共
に
、

こ
れ
を
全
體
七
し
て
統
制
す
：る
の

.必
要
か
ら
し
て
、
經
營
會
許
は
營
業
會
計
ょ
り
全
く
獨
立
す
る 

」

に
至
り
，
兩
者
の
關
係
は
次
の
樣
に
し
て
結
合
せ
ら
れ
る
;-
-
°
-
:
:
:
:
'
:ン
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營
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.
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キ
ア
ー
は
こ
0
兩
ぼ
算
制
度
の
關
係
を
次
：の
如
く
表
：示
じ
て
.ゐ
る
？
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扨
こ
の
場
合
拟
傈
肝
算
は
如
侗
な
る
關
係
に
立
つ
か
と
謂
ふ
に
、
前
揭
圖
表
に
示
し
た
樣
に
製
造
勘

.

K

に
對
し
て
製
造
の
原
價
を
算

宛
し
て
興
の
貸
方
に
柿
入
す
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
藎
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：に
ょ
つ
：弋0;
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確
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1,
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。
#

る
に
3

膩
^

經
營
會：

計
と
职
價
計
箅
と
を
ー
體
と
す
る
勘
宛
組
織
を
有
せ
ざ
る
限
り
、
' 製
進
と
歩
調
を1

に
し
て
算
定
せ
ら
れ
る
も
：.の
で
は
な
い
か 

ら
し
て
V

へ：原
懷
計
箅
部C
ぬ
間
接
費
に
つ̂
'
て
第
一
:
:窠
©

|

に
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つ
^
、

例
一
へ
被
前
月
の
觀
宇
裁
呔
芷
常
數
字
を
狻
用
す
る
と
と
に 

ょ
っ
1

造
原
價
を
確
定
I

こ

き

奪

石
o

從

考

と

れ
I

示
す
t

次

來
る
激
造
原
傢
はi;

定
の
_

定
價
額
.に
外
な
‘ら
'な
5

か
ら
し
て
、
こ
0
.豫
.定
價
額
と
實
際
價
格
の
差
額
は
何
等
か.の
.方
法
を
以
つ
.て
修 

疋
す
多
こ
と
を
嬰
す
る
タ
ヤ
ギ
ゥ
ス
キ
ー
が
ー
般
に
採
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
し
て
示
し
た
修
正
方
法
を
左
に
圖
示
し
て
置
か
ぅ
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に
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て
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か
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く
*
原
價
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は
效
果
訐
算
と
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聯.を
有
す
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と
し
て
も
、
、
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は
全
く
.補
助
的
手
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と
し
て
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'
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て
、
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業
會
計
に
有
機
的
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に
於
い
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結
合
し
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ゐ
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も
の
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は
な
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、
原
價
訐
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が
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:簡
接
費
の
割
合
の
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定
に
就
い
¥
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少
と
も
恣
意
的
の
方
法
に
據
る.を
免
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に.對
•し
て
何
等
强
制
的
或
は
自
律
的
關
係
は
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出
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な
い
o
:
こ

れ 

は
謂
ふ
迄
も
な
く
間
接_
诹
扱
:0
困
難
な
る
事
情
に
歸
因
ん
て
ゐ‘る
.;
0

間
接
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が
多
ぐ
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固
定
經
費
と-1
.
て
時
の
營
業
度
に
關
係
な
き
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で
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と
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謂
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雨
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は
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同
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の
範
圍
の
も
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は
な
く
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間
接
費
中
幾
多
の
比
例
費
に
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、
從
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許
算
の
.膨
搭
於
期
す
石
於
爲
办.に
^

'
各
原
價
橄
目
、»
助

經

營

、
壬
&

營
に
就
い
て
短
期
間4>
'
.
に

直

接 

織
I

有
す
を
こAJ

攸

奮

で

あ

る
0
?こ
(0
:

要
氣
^
應
じ
ょ
：ゲ
す
る%;
办
が
統
1
的
勘
定
組
«

ど
し

て
知
ら
.：るV

も
の
で
あ
る

。

.

即
紀
铳
へf

的
瀬
包
紙
緻
は
.
>齡
營
0

ぞ
れ
自
體
：が
原
齋
計
箅
ど
矿
亂
.な
& :
;

0

び
る
*

に
秧
序
立
て
ら.れ
，た 

る
。
從 

0 -
.

:

亡
經
營
咪
に
_

£
る
彆
甩
0
計
算
を
し
て
\

_

_
產
ど
時
間
的
ヒ
場
所
的
に
密
接
広
關
聯
也
し
め
か
ぐ
し
5

定
給
付
に
關
す
る 

費
用
を
じ
で
複
式
澈
記
が
原|1
|

1
-

:に
ょ
0 -
.て
容
务
に
瓦
つ© -
:
避
に
齒
定
せ
3
.め
る
0
:で
が
る
0
從
來
原
價
計
算
部
門.ぬ
於
い
：；て
行
は
れ
た' 

_

慣

種

目

、

そ

の
#;
1
_

螢

颌

門

へ
0.
:
分
散
、'!
*̂
用
复
檐
*:
製
品
、>
带
管
叫
>
へ
0
集
合
’が
.佩
8|
1

的
計
繁
(0
*

扱

认

ど 

ガ
歡
を
ル
.ク
で
麵
J£
'

歡
會
訏
仏
齋
線
的
象
鎖
の

f

環
ど
.レ
て
和
ん
れ
.ら
れ
る
。
か
>

る
«-
”
^

製
合
の
狀
態
は
企
業
の
種
類
、
他
質'に
從
つ
て
批
與
ず
る
も
の
あ
る
は
當
然
で
あ
る
が
、
如
何
な
る
場
合
に
於
い

'て
も
其
：の
：企
業
の
性 

質
む
應
^

で
_

用
の
術
霖
_

分
_

が
各
勘
定
間
0:
關
聯
が
合
理
时
に
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ご
ど
：が
必
要
で

#

る
o

匕
れ
に
.關
ず
るi

例 

と
し
て
シ
ュ
マ

ー

レ
ン
バ
ッ
ハ

'
の
勘
定
組
織
の
引
用
す
る
こ
とV
す
る
。
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彼
は
先
づ
.全
勘
定
を
〇
|

九
に
分
類
し
、’
こ
れ
を
靜
IK
勘
定(

ひ)

，と
活
動
勘
定(

叫
丨
九)

に
分
類
V
、
..
;
-
'
:
靜
也
勘
定
は
齋
本
金
、
機 

_

、
：一
建_
參

：1
^
計
_

—
間
职
は
，
■

略
じ
‘

^
年
ゃ
乙
お
剩
ぎ
勘
定
ピ
勝
也
じ
办、
^

宛
を
包
括
す
る
o
.
而
し
て
活
動
勘
定
中
金
；融
勘
记

(

一)

及
び
中
性
勘
定.0

一)

を
'前
記
靜
11
1
勘
定
.と
合
し
て
^
托
^

金

酿

會

註

〇

丄
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と3
、

嚴

断

®)
'
觀

S

擊

敗

織
_

園
ヤ
'る
勘
定
と
し
ゼ
次
が
奴
表
分
親
ず
る0原
債
種
貨
ヨ

撕
^

#
接

勝

價

貧

靜

煮

八

ま
«

_
訊
#(

九)

と
し
、
損
益
計
算
勘
宠
は
金
；融
、
經
營
何
れ
に
も
興
し
得
：る
も

0

と

し
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他

の

勘

定

r

-

.
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叙
體
を
以
ヴ
て
經
營
會
計

(

三
I

八)

と
す
る
。

-
• 

<

,
か

、
み
統
.
一
的
勘
定
組
織
に
於
い
て
は
營
業
會
計
と
經
營
會
計
と
の
實
質
的
區
別
は

#

す
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
形
式
的
：立
場
よ
り 

明
瞭
に
區
.別
す
る
こ
と
比
困
難
で
あ
るo
換
ー
言
す
れ
ば
、.，經
營
全
.體
に
於
げ
，る
作
墨
本
を
營
業
の.そ
れ
と
衝
裒
せ
し
め
：て
考
察
す
る 

こ
と
ば
出
來
な
い
。.か
V

る
耍
求
は
、
計
算Q.

結
艰
が
月
次
效
艰
計
算
と
し
て
表
明
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
充

.さ
れ
得
る
。
而
し
て• 

後
-

尤

纪

膦

證

蒙

仏

乾

职_
齡
味
訣
_

要
素
飯
衫
の
&

實
4

に
或
ぼ
評
價
お
に
有
す
各_

異

あ
-:
'
?
^
'五

所

屬

靈

办
^

て
整
理
せ
ら
れ
淨
るo (
第
四
表
參
照y
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こ
の
體
系
t

如
何
に
活
用
す
る
か
は
經
營
の
性
質
に
よ
つ
て
異
る
所
で
あ
る
が
、
綜
合
原
價
計
算
法
を
と
る
か
附
，加
原
價
餘
算
法
を

‘ 

と
ふ
；か

猶

久

て
.％
以
風
別
が
射
ず
纪0
.綜
會
原
臢
訧
簾
'&
-
は
製
ロ
2
の
糖
紙
：|
.定
4;
:
.
:
.
.

從
^

に
ム
つ
て
容
易
に
そ
の
原
慠
を
算-
Hし
得
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、，前
述
圖
表
に
よ
る
三
に
至
る

.諸
費
用
を
總
て
セ
.の
主
經
營
に 

綜
合
.し
、

ご
れ
を
製
品
に
分
沛
す
る
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る

o
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唯
半
製
品
に
對
し
て
主
經
營
が
單
釔
谷
加
エ
作
業
と
し
. 

.で
作
用
す
石
扒
或
は
獨
立
作
業
と
し
て
作
用
す
る
か
に
從
つ
て
費
用
附
加
の
過
程
に
相
異
を
生
ず
る
に
至
を
。
：本
來
踪
合
原
價
計
算
法 

に
於
い
で
は
個
別
赀
と
間
接
费
と
の
區
別
は
存
往
せ
ず
、
總
て
の
原
料
は
計
算
的
に
は
同

1

性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
は
前
述
せ
る
分
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割
に
よ
0

て
給
附
一
象
位
の‘肢
價
を
訐
篼
し
得
与
。
然
る
に'、
.主
要
原
料
或
は
又
生
産
前
段
階
に
：於
い
て
生
産
せ
ら
れ
た
る
製
品
が
原 

價
場
所
に
於
い
て
訏
嚴
ぜ
ら
れ
ざ
，る
場
合
が
あ
る
。
即
ち
そ
は
原
價
場
所
が
加
エ
的
作
業
を
行
ふ
が
の
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

_

へ’ば
趣
輸
部
作
のi

:̂
,

_

gM3
格
I
刺
な
•

製
品
乾T

先
づ
當
部
門
に
受
ん
れV
:運
輸
費
を
加
へ
た
石
計
算
價
格
を
以
っ
て
後
の
.
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部
門
に
引
渡
す
ご
と
き
と.，と
な
く
、
眾
に
運
輸
費
の
み
を
後
の
部
門
に
負
擔
せ
し
む
る
に
過
ぎ
な
，い
。
勿
論
か

V
る
場
合
は
簡
單
で
あ 

る
が
、
製
鐵
業
に
於
け
る
延
幽
作
業
部|
:'0
如
き
を
加
エ
作
業
と
す
べ
き
か
否
か
は
頓
る
複
雜
な
問
題
で
.あ
.る
0

兎
に
与
、
綜
合
原
價 

計
®

法
に
於S

 

.て
も
腐
慣
場
屑
の
：作
業
が
：加

H

作
業
的
或
姑
賃
銀
的
他
：業̂

る
場
合
は
、
附
洳
原
價
と
同
歡<D
取
扱
ひ
を
受
け
る
？

.

附
加
原
價
計
箅
法
に
於
い
て
ー
は.、：：

(

翁
六
圖
參
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及
び
間
接
費
實
際
額
ょ
り
構
成
せ
ら
れ
る
が
爲
め
に
、
，
原
價
計
箅
は
容
易
に
行
は
れ
る
。
更
に
又
、
半
製
品
勘
定

'が
前
記
三
：要
素
に
區

別
せ
ら
れ
て
;̂
に
_

定
：せ
ら
れ
る
こ
と
は
比
較
的
名
易
で.あ
る
か
ら
し
て
、
仕
褂
品
の
現
物
に
就
い
て
ニ

1

評
價
す
る
こ
と
な
く
帳
簿

上

其

の

薇

を
#

楚
し
、
：短
期
敫
果1?
|
'衆
を
可
能
な
ら
し
む
る
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V

次
は
評
算
要
素
の
問
題
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
效
果
計
箅
は

：： I

定
期
間
の
企
業
總
利
益
に
關
聯
し
、
原
儐
計
箅
は
.純
粹
な
る
經
營 

和

益
^
關
聯
し
て
：ゐ
：る
。
•&
の
^

種
和
益
額
が
同
一
の
も.の
.か
:'
或
は
然
ら
.ざ
る
も
の
か
に
就
ぃ.，.て
'意
見
$:
-

^
に
^

る
と
'と
に
ょ
.っ
て 

計
萬
要
素
め
单
：1

^
、
：1
1逾
胜
.の
.區
別
が
决
ず
名
？̂:
:
.ち
益
業
活
動
中
に
は
純
然
た
.る
經
營
活

生
し
、-
從
0
:て
其
0

效
報
.は
經
營
的
效
果
.<
?
-は

：1
致
せ
ず
.七
考
察
す
る
以
上
說
箅
要
素
は
自
が
ら1'完
 

し
、
へ'お
ら
ゆ
'る
企
業
活
_

は
直
接
'に
；か
間
接
^

か
經
營
活
動
.
_影
響
す
る
^

0
セ
：あ
り
原
.則
^

る
以
上
訐
箕
要
素0
.
1,
ー

兀

性

を

と

る

と

土
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な
る
o
,前
者
即
ち
計
箅
耍
の
ニ
元
他
を
最
も
明
確
に
主
晦
し
た
る
も
の
は
ジ

';
*
..マ
ー
レ
シ

バ
.ッ
.
<
:
'
で
あ
る
.？
彼
は
こ
れ
を
次0
如
ぐ
說
明
し
^

ゐ
：る
0
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效
果
計
算
拉
計
算
期
間
を
売
金
に
考
察
せ
ん
と
す
る
A
然
的
の
傾
向
を
有
す
る
。

こ
の
原
則
の.爲
め
に
必
要
な
：る
場
合
：に
は
、
他
の

場
合
.重
要
な
る
比
較
の.原
則
5:
:
犧
牲
^

す
る」

こ
れ
に
對
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原
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計
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.
'
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較
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計
算
要
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の
完
紿
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は
と
れ
を
效
：果
計
萬
に
委
ね
、
.
共
の
代
り
に
徹
底
的
に
經
營
統
制
及
價
格
政
策
の
好
資
料
た
ら
ん
と
す
る
特

■ 
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糖
任
務
を
來
す
O
J
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吾
々
が
效
果
計
算̂

記
帳
せ
ら
れ
'た
費
用
を
費
用
-<
5
:
.し
.て
：者
察
す
る
と
、

こ：
.
<
.

^

上
述
0
理
由
よ
ゎ
1>
で
原
價
^

--
-
*致
せ
|

費
消
部
分
が
生
.ず
；る
,0
都
ち
財
產
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適
少®
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维
の
#

業
擴
張
だ
企
圖
龙
夺
費
用
ぬ
如
ぎ
；
.

|

般
^
費
用
.と
じ
セ
.效
艰
«-
;
算
中
に
撖
り
入
れ
ら
れ
る
に
拘
事、

«

:反
對
祀
過
扣
皿
猶
却
妹
效
果
訐
算
中.に
，寶
用
と
し
セ
現
は
れ
な
い
部
分
が
原
價
.と
し
；て
.：i

Hf
算
中
：.に
揷
入
史
も
るo
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效
果
W

算
め
於
い
^

は
偶
然
§
篇

;0
浓
扱
が
调
_

#'
名
_は
_

孩
る
。
：.，效
果
®

る
^

^
、
均
衡
せ
し
め
ょ
ぅ
と
す
る
。
，併
し
效
果
計
算
に
於

s

て
は
«-
の
可
能
性
は
制
眼
；せ
ら
れ
す
ゐ
る0
:鸯
し
、
繼
g

g

R

o

.
公
的 

性
質
，が
こ
、.に
作
用
し
來
り
、
均
衡
，に
一
定.の
.

g

度
を
設
け
る
f
c外
な
ら
ぬ
。
又
偶
然
的
費
用
を
何
等
か
必
耍
な
厶
資
產
に
轉
化
し
ょ 

.效
染
m-
算
ミ.
‘原
愤
針
箱
の
.，關
係
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ぅ
と
ず
る
如
き
は
あ
ら
ゆ
る
貸
借
對
照
表
論
者
の
反
對
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
原

.價
訐
算
に
：は
か
\
る
限
界
は
な
：：い5
.
:何
：
.,
:
.权 

れ
ば
、
こ
、
に
は
貸
借
對
照
表
及
び
資
靡
轉
化
は
缺
如
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

：
；
更
に
又
效
梁
計
算
は
給
付
と
何
等
關
係
な
き

®
 

用
を
取
扱
ふ
。
し
例
へ
ば.
一
定
額
の
寄
付.に
ょ
つ
七
企
業
家
が
名
#
職
を
得
た
と
耷
ふ
ご
と
き
場
合
の
：寄
附
比
效
果
肝
算

.に
龄
ぃ
て
：ば

.

「

 

.般
費
と
ず
：る_?)
:
、
：.原
懷
^

箅
呤
て
ぼ
：か
>
る
費
.用
.は
.原
價
た
な
得
&:
:

3

る
。

逐
用
と
取
價
は
其
の
本
質
部
分
に
於
ぃ
て
一
致
す
る
。
然
し
こ
の
一
致
は

«

々

簞

：に
、
其

の

_

象
；が
ー
致
1>
て
ゐ
る
に
止
ま
0
.

:

て
、
：g

l

に

於

泛
I

な
$

r

り

比

多

く

支

出

に

結

合

し

七

ゐ

多O
V即
ち
，
該
許
算
に
紙
い
て
は
當
然
：に
：繼
續
性
が
顧
慮
せ
：ら
れ
弋
ゐ
务
^

こ
ネ
に
於
い
て
費 

用

亡

.で
：原
價
な
ら
ざ
る
も
の
あ
り
原
價
に
し
て
费
用
な
：ら
^

る
も
0

が
：ぁ
备
0
锻
は
と
：；の
關
係
；を̂

の
«

に
圖
示
し
て
ゐ
るb 
.

(

註 
一0

^

^

5

中
性

費
用

.
原

價
に

し
て

费
甩

費
甩

に
し

て
原

價

附
加

原
價

.
:

シ
ユ
マ
ー
レ
シ
バ
ッ
ハ
：
の
こ
の
說
明
は
惟
ふ
に
效
果
計
箅
と
原
懷
許
算
の
計
算
上
の
自
的
と
特
に
其
の
技
術
的
性
質
を
十
分
に
願
慮

''
'

 

/ 

.

.

.

 

• 

: 

+ 

+ 

•
' 

.

し
て
生
じ
來
つ
た
も
の
：で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
o
.こ
の
，點
だ
就
い
て
シ
ユ/'f
^

貸
借
對
邶
表
的
眞
诋(

2

1
§

§
&

泛

5>
、
が

達

成

せ

を

れ

：
る

.

.限
り
：>
シ
：ユ>
マ
、

ッ
'-
の
謂
ふ
如
き
中
性
收
入
或
は
.中
性
費
用
は

. 

.
- 一

.
，

.
.

.•
'
•:'
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•
 

.

解
消
せ
.ら
れ
各
で
あ
ら
う
と
說
；

ゐ
る
。パ
例
へ
ば
：

^

^
マ
：1
レ
ン
.バ
>

ハ
0
謂
ふ
如
き
企
業
家
が-
1
:定
0
資
格
を
得
る
爲
め
の
寄
附

行
爲
は
、
製
品
の
販
路.に
影
響
を
與
ふ
る
廣
吿
費
用
に
屬
す
る
か
、
：

.或
は
又
企
業
經
營：：

と
.は
全
然
關
係
な
く
企
業
家
が
別
莊
を
建
て
た

る
如
き
場
合
^

同
様
で
^

る
0
'前
者
に
於
い
て
は
費
用
と
原
顧
は
ー
致
し/''
後
者
に
於
^

て
は
、)

費
用
：に
は
.屬
せ
ず
單
荩
る
資
本
設
置

. 

.

.
-
.
.
. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

•
-
: 

.

(
K
a

答

皆
&

な〕

と
解
ず
^

き
で
あ
る
\0
更
に
又
シ
ユ
マ
ー

レ
ン
バ
ッ
ハ
の
謂
ふ
如
ぐ
祖
税
其
の
他
の
支
出
に
し
て
前
期
負
檐
額
を
今

.

.

.

.

.

.

.
 

.

•

•

•

•

•

,

•

期
支
出
し
た
る
場
合
は
、.今
期
の
；費

用

で

は

な

く.1
.
て
而
も
今
期
の
支
出
で
，あ
る
と_

4
も

.̂

し
、
.'
'
<
れ
を
今
期
に
於
け
る
利
益
計
算
沖.に
す
る
は
訃
箅
の
誤
り
で
あ
るo 

.
更
に
叉
減
價
銷
却
が_前
期
に
於
：い.て
過
大
或
は
過
少
.な
り 

.
[ >

力
..爲
め
fc
:

.今
期
に
於
け
る
原
價̂'
算
中
..に
附
加
原
11
'
.を
.或
は
效
.艰
計
算
中
VC
-
中
性
費
.用
.を
生
：ず
.る
と
S

ふ
も
.、
こ
れ
は
何
れ
も
許 

算
手
續
が
?'
:
臟
密
積
立
余
ひ
如
き
手_

に
：ょ
つ
七
誤
6:
れ
て
：ゐ
る
が
爲
め
で
あ
つ.て
こ
れ
な
き
に
於
い
て
は
問
題.は
'自
か
&
解
消
す 

4

.0
,
要
す
名
に
效
果
訐
算
と
廐
債
計
算
の.以
上
：作
相
.

は̂
、'
原
價
計
算I

が
純
粹
な
名
馨
訃
箅
で
：あ

り.'
^

い
.て
屢
々
行
ゆ
る
虛_
の
：行
は
れ
る
が4
亦
な
^

か
ら
セ
あ
る
。
べ
こ
：れ
等
の
諸
：點

ぎ

：い
て
ば
人
が
許
莫
的
眞
班
の
：原
則
を
前 

る
限
り
、
兩
訐#:
に
對
す
る
完
金
な
る
訊
算
要
素
の
同-—
•
性
を
妨
げ
る
も
の
は
何
も
の
も
な
い

(

跬
'ニ〕

。 

.

■:
'
■
然
釭
烬
ら
t

ミ
ッ
ト
は
效
艰
計
算
必
原
價
計
算
と
が
評
價
^
の
態
度
金
異
に
す
る
が
故
ぬ
爾
極
利
益
間
に
差
異
の
發
生
す
る
乙
と 

を
認
め
る
デ
即
ち
前
者
が.主
と
し
て
供
給
®

値
を
以
つ
：て
評
價
し
て.ゐ
る
.に
反
し
、
後
者
が
：時
價
を
以
，つ
.て
_

慣
す
：る
の
.が
普
通
で
あ 

禁

_

つ
て
：、
#

か
名
利
益
：の
相
異
ば
市
場
に
於
け̂
景
氣
變
«

に
由
來
无
る
W

の
，
で
：
あ
^

有
せ
ざ
务
冬
の
：で
あ
る:;
:
0刼

.へ
：ば
販
賣
せ6

れ
た
.る
商
品
の
原
價
部
分
が
仕
入
左
販
賣
期
ぬ«

値
の
^

^

^

計
箅
利
益
士
原
價
計
算
利
益
と
は
自
か
ら
異
な
る
尸
前
者
杧
於
い
て
は
價
値

p

g

*は
利
益
で
あ
り
、
；—

に
^

い
せ
は
㈱

^
负
あ 

软
'果
計
箅W

原
價
齔
算
.の
關
係
- 

>
..
■

.

:
, 

|

£
 

-
:.
G

四
ニ
：
 

©

.

,



繁

S

W

西

計
S

關

係

、
 

，
.
1
_
|
六

；

P

3

I
四>

 

,

る

^
と
な
れ
ば
後
者
に
於
 

>い
て
附
加
原
價
の
發
坐
に
ょ
り
、
^

れ
だ
け
‘利
益
は
削
減
せ
ら
る
べ
く>
反
對
に
前
者
に
，於
い
て
は
、
費
电 

は
.一
霞
廉
な
る
供
給
憤
格
を
以
つ
て
記'
せ
ら
れ
て
ゐ
る
.が
故
.で
ぁ
る
。
次
に
、
靜
止
，資
鹿
或
は
投
機
的
に
獲
得
し
^

0
商
品
.の
價
値 

變
II
に
ょ
.つ
て
&

機
的
禾
益
或
は
損
失
が
生
ず
る
。
前
賢
は
、
販
寶
士
寶
却
と
の
間
に
於
い
て
利
用
し
た
る
信
用

(6
金

，利

が

財

の

騰

貴

 

、
以
下
な
り
し
時
、
後
者
は
反
對
に
以
上
な
り
し
時
で
ぁ
る
、
最
後
に
企
業
の
財
政
操
作
の
良
否
に

‘ょ
づ
て
市
場
金
利f

低
き
或
：は
高 

'%
金

刹
::
^

双
.つ
：
て
：資

莖

：
麗

を

行

，ひ

.た
^

場

合

.
;後
者
圮
於
洽
は
附
加
原
俩
の
發
生̂
な
る
9 :

:從
つ
，て
、
と
.
.の
兩
計
箅
を
爾
繙
為
ら.
む
劣
が
爲
货
に
は
次
の
嫌
な
補
芷
を
行
ふ
乙
と
を
要
す
。
即
ち
、
期
間
的
效
果
訐
箅
利
益
に 

對
し
:;
"
-
.
> 

4

分
親
て
め
^

^
積
立
逢
及
が
經
營
^
^
冲
把
原
慣
た-̂
ざ
玢
^

'

、

額
嗲
加
_

等

：1
:
前̂
期
炎
祕
«

達

金

惹

：1

少
0

着

費

用
^
^

舨

賣

奪

れ

た

名

商

品0
原

價

彥
<7
)

«
値

進

-#
を
寒
引
，

反
對
_

.
落
部
分
を
加
6

^

:?
:
ヵ
赞
-
4 ノ
五
广
財
政
損
聋
に
就̂

で
找
當
然
^

中
性
費
用
金
差
引
食
附
加
原
賢
を
加̂
る
。
^

®

©

,7 

" 
”
：
.

り 

:

t

マ
1

レ
.：が
パ
樣
へ
ハ
と
ク
ネ/タ

 ̂

致
し
：.て
ゐ
る
0
ハ
前
者
が
こ 

め
ニ
.：
«

性
を
則
算
要
素
'
:の
脞
$

0

相
違
及
び
評
慣
11
:の
.相
異
..疆

付

か
^

め

；
て

ゐ

。
る

が

：後

者

は

、

.，こ
^
^

效
：艰
計
箅
に
於
け
る
供
給
價
格
計_

麻
僙
計
算
.に
於
：け
.る
時
價
計
箅
の
相
異
に
基
使
如
し
め
：て
ゐ
る
0
':シ

ぶ
 

5

て
も
俞
述
0

^
ぅ
：に
»

價
上
の
：相
異
は
認
め
ら
作̂
ゐ
る
：0
セ
.ゃ 

.卢

：：：

シ
：1
W
.ッ

各

は

前

猫

^

ミ

，如
き
'を
&

れ
と
同
機
に
考
察1>
ク
更
に
文
中
性
費
用
を
燃
つ
で
沐
凡
そ
生
產
物
に
關
聯
な
き
支
坩
诚
費
用

.或
呔
賸
«:
だ
^

置
ど
し
:̂
說
,

す
る
爾
皂
始
明
咬
利
益
ぬ
寥
；に_

_

覓
纖
の
賴
異
歷
不
ず
兔
：の
：で
；あ
：

?>
;
^

訐
篼
'ょ
ゎ
離
权
^

、
*

管
に
費
_

^
給
附
の
簡
明
を
期
し
少
原
價
計
算
を
以
，つ
：て
純
粹
な
，經
.營

計
^

」

る
タ
と
れ
め
對
し
、
ぃ

シ
：：

-

聯
I

f

し
、
原
價
i

l

l

警

I

I

す
る
。

こ

ふ
I

の
I

要
S

二
重
性
に

:關
.ず

：冬

意

：見;«>
對
龙
ぞ
見
务
に
.至
#

^
で
.あ
备
0
銥
粹
理
^

<?
:
'
-し
；て「

ダ
^

^

使

袞

茫

—

眼

ど
^

る
.：
に

於

；
_

:
は
訐
箅
要
素
の
性
質_

4

1

»性

&

隊

^

芄
 

:

'

.

a

';

シ
a.
'

マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
ぱ
自
已
の

^

張
.に
窗
す
石
實
際
.の
-適
用
を
其
れ
_

定
紙
織
^

。̂

^

§

^

に
示
し
て
，は
お
る
が、
®

©
 

こ
の
問
題
に
對
し
て
系
統
的
理
論
的̂
究
を
し
.て
は
ゐ
な
い
o
.シ
；
ユ
マ
.
1レ
ゾ
バ
ッ
、ハ
の

.立
場
ょ
り
1>
そ
>
,
.計
#

要
素
：の
|
一
重
性
.に
就 

い
て
硏
究
し
た
も
の
は.レ
ー
ヴ
丄
ゾ
ス
.タ
イ
シ
の「

經
營
利
益
と
#

借
對
照
表
的
效
艰tl
'
-
#論」

ど
於
ー
.

^
に
推
さ
.れ
'て
ね
：る
。
丼
の

■-
■;■一..：；

ベ

藤

レ
ー
ヴ
-
Jr
.
ン
ス
タ
イ
ン
.は
原
價
許
弊
士
敫
艰
許
節
と
の
形
式
的
一.致
を
論
じ
.た
る
後
各
訐
弊
耍
素
の
取
扱
ひ
：
'に
0
い
て
教
^

.

彼
は
レー

マ
ン
に
做
つ
て
企
業
の
消
費
す
る
財
を
國
兒
經
濟
的
立
場
ょ
り
區
別
し

、

.

.
1:.
»

果
計
箅
兑
囊
批
«

の
«

係
：
：
. 

.

.

B

 

. 

:o'
l
:靜

1;)

.
ぃ
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O

G
賃

銀

傅

給

み
一

一)

利
子
：；と
ず
：る
。

こ
め
他
に
郵
税

如
何
に
評
價
す
べ
き
かV
問
題
で
あ
る
。

-
質
銀
及
'び

篇

は
«

則
と
し
て
效
果
訏
箅
に
於
い
て
も
原
價
訃
算
.
.に
於
い
て
も
同
額
が
欧
雜
せ
ら
れ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
0

然
し

こ
れ
に
ば
三
箇
の
佩
外‘が
あ
を
。
第
一
、
胱
述
し
た
檨
に
原®

は
經.

g

的
自
的
の
爲
め
に
投
下
せ
ら
：ル
た
費
用
歡
素
に
外
な
.ら
な
い
か

ら

し

て
一

企
^

に
於
い
て
辭
營
阁
的
以
外
の
目
的
の
爲
め
に
役
-̂
せ
ら
れ
た
る
賃
銀
及
俸
給
が̂
^

と̂
ず
^

ば
^

そ
は
原
價
た
り
得.

る
も
の
で
は
な
い6 

.

#へ，_

氣
家
個
人
：：の
事
樂Q
爲
；_
に
：使
用
*,
る
自
^

^
運
歟
手
^

の
賢
銀
を
營
業
ょ
“
支
拂
た
る
如
き
は
其
の

性
質
土
中
！1
費
用
に
屬
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
第

1

一
企
業
家
の
營
業
の
爲
め
に
な
し
た
る
勞
働
.も
企
業
に
於
け
る
個
人
的
給
附
と
考
察

せ
&

れ
得
る
%:
;

の
で
あ
る
。
共
の
取
扱
に
關
レ
て
は
次
の
様
な
觀
々
な
る
方
法
が
あ
る

o

:■
j
'、'
:
:
r
兀
的
、(

ィ

)

企
業
家
^

給
は
效
果
t

¥
に

も

原
價
計
算
'に

も

記
入
せ
ず

、

(

ロ)

反
對
に
之
を
兩
.許
算
に
.記
入
：す
る
0 

：
:

:
H

、'1

ご
兀
的
、(

ィ)

單
に
效
果
訐
莫
に

の

み

記
入
、‘
.

(

ロ)
こ
れ
を
單
に
'原
價
計
算
.に

の

，
み

記

入

、
：

(

^)

.こ
れ
を
兩
能
箅
にla
入
ず
る 

も
其
の
.額
を
S

す
る
。

■
.

.

:-
藉
し
’ T

般
に
'は
費
用
は
金
錢
的
支
出
と
結
び
付
け
て
考
へ
ら
ル
易
ぎ
が
故
に
、
特
に
企
業
家
賃
銀
が
る
勘
，定

.ト
以
つ
て
支
出
を
.な
ざ 

ず
、
：
期
宋
に
於
ぃ
そ
裳
利
益
と
し.セ

支

出

尤

令
.：：從
っ
：̂

企
業
家
賃
銀
,
1>
セ
ぼ
^

^

'

,;
效
舉
計
廣
も
原«
能
鳞
の
"關
係
：

.

:

:
;

，
二

、
原

料

財
.

.

.

.

(

ィ
}
消

耗

財(

ロ)

使

用

财

：

-:
1

|
|
>
用

.
役

；
；

..
:(
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營
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鸯
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經
濟
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點
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杧
於
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七
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嘈
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ル
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に
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い
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そ
賴
税
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篠
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漭
慮.せ
^

れ
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果

傲
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„入
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益
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爲
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(
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れ
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。
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.
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.
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潤
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蜜
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双
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錢
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^
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を
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恶
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菱
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。
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愈
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藏
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述
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梗
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總
て
購
入
價
格
を
效
艰
及
び
原
價
許
篇
に
採
用
し
て
十
分
に

^
格

政

策

^
經

«

管

»

0
自
的
を
充
た
じ
#
 

:

.る

.。
然
.々

f

 

,
や

,#
量
.の
，原
料
が
'倉
庫
內
に
貯
蓄
ぜ
ら
れ.て
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.
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；
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：
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.
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^
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總

，.

噂
の
評
價
腺
則
は
前
述‘
た
様
に
經
營
統
_

に
適
合
.す
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す
る
七
变
當
な
も
の
で

は

方
沒
ー
^

佩

出

は

孰

れ單̂十
性
念
有
す
る
評
價
で
あ
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簿
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激
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％
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近
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萍
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總
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；期
間
が
.顧
縮
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な
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梁
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；
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異
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茶
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塡
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あ
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あ
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.
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す
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あ
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潑
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0
購
入
或
は
貯

*
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.■+
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.
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に
S

I

た
る
も
の
で

.は
な
い

o
.澈
-

こ
■

效

看

算
■

れ
i

,
は
：零

霞

い

：o

i
為

1
>
.
:ェン
，ス
タ
ィ
ン.は

こ

.

,〈

'て1
K

ふ
。
か
、
る
購
入
貯
谶
が
獨
自
的.な
る
.か
：或
は
潘
韻
的
な
る
か
に
拘
ら
ず
、«
實

上

舊
0
.變
動
に
ょ
り
或
は
景
氣
變 

動
に
よ
认
發
生
:1
>
た
る
利
益
或
は
損
失
と1>
.弋
特
辣
の
：表
現
を
與
へ.
'る
理
#

は
：十
分
比
存
在
し
て
：
|

°

(

註
_

$
 

.

、

は
醫
資
本
の
臢
靈
少
の
確
認
を
蕋
礎
と
以
て
ゐ
：る
。
，：設
，
資
本
泠
儇
値
低

^

に
は
自
然
朐
消
耗
^
技

術- €
>

發
«

に
丨 

.

.
.

の
F

1
の
原
因
が
あ
る
。
；前
者
ば
經̂

:
部
に
於
け
る
|

^
資
本
使
靡
に
_

づ
：
;«
價
値
低
下
で
：あ
り
、.：後
者
は
經
營
外
の
；市
場
慎
格
の

低
落
ぬ
ょ
る
：財
產
と
し
て
呤
設
備
資
本
の
«

値

賺

1:
'
:あ
る
々
:̂
;

v

:で
ば
效
果
訐
鮮
、
：M
價
針
算
を
問
題
と
し
て
ゐ
：る
の
^
あ
る
か
ら

.

.

.

. 

•
 

. 

■

'

財
產
'̂
弊
あ
じ
で
0
方

面

は

考

慮

外

鐘
#

\
麵
つ
：て̂

^
1>
で
、
ぺ
自
然
的
價
値
低
下
の
谷
を
問
題
と.し

ょ

ぅ

。
'
:
:
轉
 

て

投

：下1̂
た
る
資
本
額
は
長
期
間
を
通
し
弋
費
用
と
じ
て
各
針
算
期
間
'に
於
い
：

て
：：

效
果
針
算
に一
現
は
れ
る
_

而
し
て
.例
へ
技
術
の
改
善 

.

が
あ
^

た
_ど
し
.で
も
經
#

|

 

_
ー：；設
備
^

«
ち
に
代
置
す
そ
こ；
'-<

?

:

な
く
究
棰
に
於
い
て
そ
れ
が
蚀«

値
と
セ
る
迄
^

用
す
.る
と
1

す 

る
城
-

T

次
&
樣
な
原
則
が
生
じ.て
來
る
。'-
:
:,即
.ち
該
諛
備
の
.掏
汰
或
は
.更
新
を
4

要
と
：す
る
時
期
に.於
い
て
：
其
0;
設
備
が
無
價
値
或

ダ

.

.

. 

... 

.

.

.

.

.

は
廢
棄
償
値
ど
&

る
様
に
銷
却
せ
ら
れ.る
こ
と
を
要
ず
る;'
-
°
こ
.の
赓
則
か
ら
す
る
と
、
銷
却
額
は
設
備
資
本
の
使
用
せ
ら
れ
た
る
_

で 

あ

如

、
，
挺

つ
.て
#

ぐ
と
と
襄
0.
:
使
用
部
分
は
經
雾
算
に
：於
呔
る
價
格
中
に
轉
嫁
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
：

0

こ
：の
點
：は
：賃
銀
原
料
と
區
別 

:
&が
.い
.タ
唯
後
者
は
轉
換
期.炉
短
^

夂
沄
ん
に
過
ぎ
'ぬ

,0
こ
の
.銷
却
^

分
I

用
で
あ
る
.と
_

#
に
原
慣
で
あ
る> 
若
し
實
現
に
使
用 

'

せ
^

a
た
：を
設
.備
資
本
颌
分
炳
芷
確
にi

せ
ち
^
.
:そ
れ
が
：效
果
、
原
價
兩

m

に
記
入
贫
ら
れ
：％
以
上
そ
は
全<
單

；一
桦
計
箅
要 

.素
歆
り
ど
#

ふ
と
ん
が
£

來
る
，

(

’
.
.
.
:
-
.

パ
，

.
¥

.
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.
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.
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.
域
上
£

ょ
0
.て
明
な
る
如
く
-

原
則
と
：じ
で
ほ
兩
許
算
製
贮
於
い
て
同
額
と
な
る
ぬ
で
あ
る
が
ぺ
時
に
こ

^
原
則
が
破
墩
せ
ら
れ.
.

る事愦
於激钜
すあを
事偷ば
敫顏算

^
恐

&:
条

價

輩

；の
«

魅

敖

坐
&

來
.る
0
'.
-
-
'
:
'

先
づ
：前
者
ぉ
り
考
察
し
お
ぅ

(

, 

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.
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述
し
た
樣
に
訟
修
資
本
の
變
勵
自
體
は
共
の
設
備
を
依
然
使
用
ず
る
腿
り
效
搌
許
算
に
は
影
響
を
與
へ

•
な
.い
o

然
し
枝
術
の
進
歩
に
ょ 

ン
り
市
價
0

下
落
が
持
續
的
吃
生
じ
共
の
結
粜
多«'
鐡
報
企
業
1

價
故
る
設
備
を
薪
設
し
、
と
れ
忙
塞
付
い
て
原
1

算
：に
於
け
る
銷

「

I

l

f

 

1

1乾

る

賢

、
叢

企

業
I

I

力

は

讓
f

れ

る

裳

，

f

i

l

l
間
I

I

於
い
.

て

普

通

銷

特

裏

激
_

費
を
»

办
^

て
"設
傷
價
値
を5!
-1
>

げ
、
へ
次
期
計
算
期
ぉ
り
呔
原
價̂
箅
に
於
い
：て
こ
办
低
廉
权
る
設

備
資
本
I

f

し
七
f

■

許
隹
萄
讓

^

'の
變
©

で
は
な
ぐ
し
て
當
該
設
備
資
本'の
坐
產
性
或
は
收
溢
性
の
變.
に
基
.因
す
る
も
の
で
ぁ
り
、
‘：禮
營
的
經
濟
性
を
表
明
サ 

ず
る
原
僙
評
箅
に
關
與
す

」

る
と
と
:̂
<,
單
：に
：損
失
と
し
て
效
果
許
算.吟
の
み
奸
上
.せ
ら
れ
る
4

の
セ
ぁ
"る
,0
以
上
：は
疋
常
な
る
銷
却
費 

を
超
過
す
冬
場
合
で
ぁ
：る
が
反
％^

こ
れ̂

到

達

：せ

柬

或

は

效

果

；

^
算
上
に
計
上
：せ
も
れ
ざ
石
場
合
：が
生
ず
：冬
。

1

設備：
に

し

て

旣 

に
、
：
前
期
.に

样

い

ズ

利

益

引

：
下

げ

0
自
的
ぞ
以
：つ
浴
特
別
銷
却
が
行
は
れ
、
：；

& '

れ
が
爲
め
^

高
■

度
I

技

裏

が

爲

め
I

I

I

却
が
最
i

可

聲
 

ば
消
極
財
產
I

る
場
合
I

る
i

l

價

觀

は

依

靈

常

銷

却

額

をI

I

I

.
:る
^

と
は
明
が
で
ぁ
る
？
が1:
'る
措
置
が
經
營
的.に
考
處
.し
：て
正
當
.な
る
や
否
や
は
更
に
硏
贺
を
要
す
る
處
で
ぁ
.る
0
次
に
原
價
針
算

• 

• 

.

.の
方
面
め
於
け
る.特
：殊
、の#

情

を

考

察

し

ょ

.ぅ

';
0

^

果
»

算
は
.經
營
-̂
の
諸
事
情
£
ょ' 0

そ
影
響
せ
ら
.れ
る
にM

じ

、

原
價
計
箅
は
專 

ち
經
營
两
の
#

情
を
芷
當
に
反
影
せ
ん
去
企{1
1

す

-«
>
が
故
.把
、
：後
者
は
前
者.に
比
し
.て
_

祀
顿
<

龙
常
な
：る
銷
却
費
に
結
合
し
て
ゐ 

f

.

經
營
内
の
事
情̂

は
尊
&

生
產
の
結
果
坐
ず
：名
自
然
的
消
耗.で
あ
ゎ
從
0

て
、
其
0
消
耗
部
分
は
原
價
と
し
て
正
常
銷
却
額
を
な

I

名

I

I

I

に
f

 

i

剩
銷
却
f

性
f

を
1

|

'

1

.

ネ

に

豐

ず

•
,

當

該

慕

！

然
使
用.せ
：ら

れ

て

，
ゐ

る

場

合

味

1

般
m

M

M計

算

上

：
は

附

組

原

價

が

.發

生

す

る

，こ
i

は
明
で
あ
る0

^

:

^

pf-
M

計
藤
に
於
け
る
過
少®
卸
が
行
放
れ
;;
-

然
も
そ
れ
が
、
附
加
原
慣
と
な
る
か
或
は
、
效
猓
針
算
に

中
！
！

費
を
發
坐
せ
し
む
る
場
：
 

.
:冷

黑

；る
'0
:燊

^
企
業
亦
好
景
氣
に
於_け

名

利

益

：の

墙

大

：
に

際

し

て

：
特

に

過

.大
の
.減
價
銷
却
を
な
し
，
と̂

.

.

.

.

.

.

.

.
 

ご

.

-

- 

•

'
:で
.原
«

計
箅
に
於
け
る
銷
却
費
を
特
に
低.下
或
は
皆
無
な
ら
し
む
る
如
き
政
策
を
と
る
こ
と
が
'あ
る
。

こ
れ
は
前
揭
の
場
合
と
同«
實
.

-
.

■..、
 

■ 

*
. 

" 

- 

.
' 

.. 

.

ぃ
翁
比
は
舊
積
立
金
ど
設
け̂:
ゐ
.る
の
で
あ
つ
て
ノ
原
價
訏
算
に
於
け
る
原
齓
の
引
下
げ
に
よ
つ
て
其
の
抗
#
能
カ
を
特
に
紲
持
せ
ん 

‘
.龙
^

ぶ
:̂
:0
^

あ
.る
，。
逆

:0
:場

合

：
の

腺

腐

#

算

电

 

現

：は

れ

る
0
:1'1、

減

價

： 

灕

却

が

原

價
Bt
算

出

產̂瘍合である。
即ち
か卞
る政
策の

^

ら
れ
る
^

は
^
費
用
を
營
業
度
と
關
聯
す
名
比
例 

經
费
と
、
こ
れ
：と
關
播
為
き
固
定
^
!
把
分
類
し
、
後
者
を
原

^

5
嚴
：よ
り
除
逢
せ
ん
と
す
石
も
の.で
，あ
る
。
こ
れ
を
理
論
的
に
詳
述 

し
た
A
も
の
は
シ
ュ
マ

ー

レ
ン
バ
ッ
、
ハ
の5:
'-'「

傭
價
箭
算
と
價
格
政
焚

」

で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
は
比
例
經
赀
は
如
侗
な
る
事
情
の
；許
に
於 

い
て
も
各
_

單
位
を
以
つ
て
、
.補
償
せ^.
れ
る
と
と
を
要
す
る
。
何
と
な
れ
ば
然
ら
ざ
る
場
僉
に
於
い
て
は
經
營
各
坐
產
單
位
に
つ 

:
:
:
5
^
^
*

'0
演
失
を
蒙
む
^

が
故
で
龙
名
,

こ
れ
に
反
し
,:
-:
'固
定
費
は
各
隹
適
單
位0
本 

生
產
の：

行
は
れ 

■
ざ
る
.場

合

と

雖

も

發

坐

す

る

費

用

，で

.

％

る：-
：

°
故
に
-〕

時
的
に
其
の
全
額
が
補
償
せ
ら
れ
ず
と
す
る
も
、
こ
.れ
に
よ
つ
て
直
接
の
損
失 

を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
。
勿
論
經
營
が
經
濟
的
に
成
立
す
る
が
爲
め
に
は
、
長
期
間
に
於
い
七
其
の
全
額
が
償
補
せ
ら
れ
る
こ
と
を
要

.
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.

.'

.

す
る
は
當
然
で
あ
る
。
經
營
が
不
景
激.に
於
い
て
-

若
し
兩
經
赀
の
売
成
な
る
：
p

f

規
準
と
し
て
ゐ
る
價
格
政
策
を
と
る
以
上
*
比 

.

メ

奴
果
訃
箅
w

m
愤
訃
弊
の
：關
係
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例
經
費
の
.全
部
を
売
全
に
1

し
•

固
圮
赀
’の
軍
に
一
.
部
分
の
.み
を
補
償
す
る
•如
き
法
文
は
、
破
棄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
譯
で
.あ
る
o
. 

'
然

る

に

若

し

、
原

價

針

嚴

ょ

り

-®
定

經

费

を

除

去

し

、

比

例

赀

を

以

つ

て

價

格

の

限

^

と
す
る(

K
o
s
t
e
n

 

b
:
s

 

d
a
b
i
n
)

政
策Q

と
ら
れ
る
■ッ
 

場
合
^

は
爺
述
：0
_

き
從
文
：'?
>
亦
：有
利
の
も
の
と
し
て
受
入
ら
れ
る
々
好
景
氣
に
際
し
て
、
港
し
崮
定
猶
費
が
原
.價

計

箅

に

顧

慮

せ

ら

.

.
， 

れ

な
^

場

泠

枚

固

矩

愛

办

全

額

は

い

效

敗

訃

箅

に

中

性

臀

用

^

ル

て

銳

は

れ
;;
^

::

せ
.ら
舡為

：：

1

銷
却
：は
^

述
の
輝
に
0

營
^

に
於
け
る
自
然
的
消
耗
で
あ
り
、
カ
ル
メ
ス
の
擧
げ
て
ゐ
：る
糠
為
谶
業
顧
營
：に
於
け

.

る
：： 

:鑛

麗

却

費

、
：
：
或

は

澳

鐵

業

に

於

け

：る
：銷

却

食

^

同
上
.
：
«

变

胙

為

更

新

甚

金
-€
>
如
%

は

此

例

费

ぬ
^

は

關

係

な<'
:

生

：じ

來

る

が

故

.に
：ゃ
固
定
經
費
に
麝
し
、':
:
效
果
訊
潔
中
中
性
费
用̂

し
^

現

は

：れ

各

0
へ

-.
:
,愉
述
.し

た

變

賃

銀

廐

料

篇

費

の

如

き

は1|
:
凝
1

:
に
吏
出
士
結
合
-1
,
て

な

る

：
が
：故

_
.に
*
へ

其
： .

の
取
M

«

A

:

'

Q

「

間
題
が
生
ず
る
'と 

し
：て
.も
此
1

^

易
此
.解
狹
ず
る
と
4

が

出

來

た

。

然

る

：
に

利

#

に

於

^

て
.ほ
貸
付
資
举
に
對
す
る
：現
實
的
支
拂
利
子
：と
自
侗
資
本
と 

:

傷

^

る
®

利
.于
と
.が

包

含

せ

ら

れ

？

從

，
つ

F

、
: f
f
l述
諸
要
素
と
.は
些
か
性
を
異
興
に
ル
、':
:
殊
に
後
者
忆
就̂

て
は
取
极
上
鐵
>
困
難

:
#■ 

- 

V 

.

ノ
.
.
.
.

な
：る
問
■

生
中
：る
'
9
:
'
:
'
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''
:
:現
在
.の
資
本
丰
_

的
經
營
に
於」

い
て
：は
源
泉
を
異
に
す
る
ー
議0
資
本
が
即
ち
自
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に
：知
ち
れ
て.
.ゐ
：る
處
^

あ
：る
''
0
_而
：し
.て
::
'
.企
業
內
に
於
、い
て 

.
異
卞
た
る
利
用
に.：充

當

せ

：
ら

れ

.て
；ゐ

名:°
:然
し
：、：

乙
れ
を
國
民
經：

濟
的
立
場
.ょ

り

考

察

す

名

：
と

、

.企
業
：ft
に
於
け
る
こ
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種
の
資
本
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は
資
本
と
;1
.
.て
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o
機
能
を
果
た
し
、
從
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共
0
:利

用

忆

：
對

し
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1
:、：
刹

子
^

亥

拂

ふ

こi
を
要
す
る
こ
と
は
當
然
で
あ
る
。
こ
の

點
に
於
い
そ
は
兩
者
の
處
別
ば
全
然
存
し
な
s
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他
人
資
本
に
對
し
で.突
拂
ば
.れ
る
普
通
利
子
ほ_

個

資

本

'
に

對

じ

.然
ら
ば
.利
子
_は
如
做
な
る
資
.本
部
分
.に
就
い
て
許
寫
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か9
と
れ
ー
に
關
し
て
は
兩ti
-
篼
制
：度
；.の
.立
場
は
異
るo 
0

し

、一
效
果
訐
算
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1.途
期
||
1
1に
於
げ
名
企
業
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效
楽
を
表
明
せ
：ん
と
す
る
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故
に
利
书
を
其
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期
間
內〕

に
利
膨
せ
ら
れ
た
る
寶

.
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反
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ら
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總
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又
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縈
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營
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あ
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.外
經
濟
上
の
理
山
ょ
り
し
て
當
然
資
本‘と
兒
做
さ
れ
利
子
評
箅
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
準
備
金
及
び
積
立
金
で
あ
る
。 

實
際
上
こ
れ
に
對
し
て
利
子
を
計
弊
す
る
か
否
か
は
判
然
し
て
は
ゐ
な
い
が
、
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.若
し
、.利
子
を
附
せ
ら
れ
る
と
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
利
潤
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.
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.
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の
低
下
を
示
ず
膂
で
あ
る
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然
し
、
共
の
利
子
額
が
當
該
勘
宛
を
增
加
せ
ざ
，る
限
り
利
益
し
て
分
配
せ
ら
れ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
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證

或&
經
濟
的
意
瞰S

於
い
ヤ
春
子
贫
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ざ
幺
氈
本
部
分
、
例
へ
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藤

如
き
，し
れ
：で
あ
る
。
こ
れ
等
は
企
装
に
實
質
上
資
本
と
し
て
機
能
し
て
ゐ
る

.
•も
の
で
は
な
く
單
に
一
時
的
債
務̂
權
成
し
.て
ゐ
て
短
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間
‘

辨
濟
叱
ら
^

が
も
の
で
‘あ
る
。
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借
命
の
如
き
時
に
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瞭
に
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式
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と
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焉
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合
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旣
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價
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れ
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ゐ
る
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營
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す
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資
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い
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利
子
が
社
寬
せ
ら
れ
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。
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企
業
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科
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に
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し
.て
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塵
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し
む
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に
*

隊
す
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ば
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誤
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あ
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。
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せ
ず
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其
の
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太
部
分
が
比
例
經
費.に
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ず

名
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友
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な
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；
上

を
原
價
計
費
と
效
果
許
箅
と
利
子
ぬ
取
锻
を
異
に
げ
る
ど
と
は
謂
ふ
を
待
た
ぬ
處
で
ぁ
る
。
前

段
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泉
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ぃ
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述
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た
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ぬ
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を
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つ
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.弊
定
す
る
こ
と
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少
の
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外
を
除
い 

て
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不
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あ
る
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般
の
金
業
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い
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當
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ざ
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る
。
次
に
其
の
平 

均
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率
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か
ば
問
.題
.の
存
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あ
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尠
く
と
も
經
營
に
投
下
さ
：れ
る
設
備
經
營
兩
資
本
部
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市
場
に
於

，い
て

獲
得
せ
ら
れ
る
.場
.合
に
：現
®

に
.吏
拂
ふ
こ
ど
を
要
す
る
利
子
率
な
：る
：こ
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玄
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翱
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。
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